〔資　料〕 妙幢淨慧撰『古今舎利驗論』翻刻と解題（三・了） by 関口 靜雄
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て触れている。群仙山一心院の開山称念上人はもとより博識多聞であるうえに一向専修の行者であって、その平生の瑞験や臨終歿後の勝相は真誉上人の記や当院の所伝に明らかであるが、中でもその舎利はきわめて堅固あった。上人の墓処はもとは紫雲水の辺りにあったが、故あって滅後四十九年に至って墓易えをす ことになった。僧徒が多く集まって土を掘り除け棺槨を取り出した。見れば少しも朽ち破れてはいなかったが、舎利数粒が棺槨の上 あ た。衆僧は竒異 思い がらもこれを拾い取って厚信の輩に分かち与えた。上人の舎利を得た たちは深くこれを信じ、塔に入れて礼敬した。八坂のほとりに住む女も上人の舎利を得て長年信敬していた。しかしある時いささかの疑念が心に生じ、真骨かどうか判別を試みようと舎利を石の上に置いて鉄鎚で打った。する 忽ち舎利は声を挙げ 光を放って虚空にのぼり、虹を引い よう 心院 指して飛び去った。驚 た女は光明を逐って走り行くと、舎利は一心院の称念 御影の手の間に落在していた。女はみずから寺僧に件の所業を語り、ますます渇仰を生じた故に舎利の返還 請うた 衆僧は返さなか 今に一心院 霊宝として伝わり、世に一心院の飛舎利と うのはこ 舎利 ことである。
浄慧は鉄鎚の縁ともいうべき右の二話をもとに聖教典籍を引いて云々し



































































































































記序」が付されていた。自著の序文を同門の師友ではなく、他門黄檗の禅僧淨慧に依頼していることからも両人 交友の深さ 窺い知れるが、空無はその『利益記』第二十五「谷中Ｂ應寺京都壬生延命地藏移造立之事」に、妙幢淨慧禅師は四宗兼学で、その行法は堅固であり とに仏菩薩を造立しようとの志は諸僧を超越し て、武州に二度も八尺坐像の地蔵尊像を造立したほどだ。一躰は東叡山内に建てたが累焼に遭った で場所を移して再興 、かさねて京都壬生寺の地蔵菩 の写しを谷中感應寺に造立した。この尊躰は京の仏師法橋瀧河順正が六齊日を行じ精進潔白にして製作したもので、脇士に掌善・掌悪の両童子を配 た七尺五寸の立像であったが、時に妙幢禅師はその助勢を四蓮の不著と雅丈に命じられた。壬生寺は仏師定朝が地蔵菩薩を造立し三井寺 快賢 都が中興したも であって、まことに順正は定朝 再来、妙幢禅 は快賢僧都が応化して壬生地蔵を江戸建立したごとくである。ことに地蔵薩埵 悲願 仰ぎ男女に信心の利益
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権大納言藤原俊清・参議菅原長義、東下して れを聞き 人をし 乞わ む。一峯また肯んぜず。そのこれを霊元上皇および玅法院法親王に上ると聞くに及び、曰わく、 「市人の薄技 九重に達するを得たり。何の幸栄かこれ 加えん。 」と。即ち鋭意捺押し、装帙もって呈 。上皇殊に嘉称したまい、御香花橘を賜う。一峯元
文
二年七月十九日をもって没す。その前三日、親戚故


























































































































































































































































































れた由だが、しかし右の『都智山印韻誌』 記事 日付を見れば、それ以前すなわち正徳元年までにはすでに されていたと知れ、 「嘗自
Ｄ
一刀
萬象」とあるから成稿はさらにそれ以前と知 る。おそらく一帙上中下三冊が原装であって、正徳三年の四冊本はそれを四分冊に改装したも か、あるいは新たに一冊の増補があったものかどうか明らか ない。 かし
























































町ある商賈の家にて白銀を秤量にかけてはかるを盗人の見て白日に謾りにつかみ迯去に我家に入來りうしろの道より出失侍りぬ此事を廳に申にほとりの人の浮言にハ彼盗賊をとら さる誤り少からす家財や沒収せられんといふを毋の老ぬる心 かなしみて丹心をこらして是を佛神に申にある夜見る夢に僧一人弥陀の尊像を持て此仏を求め 安置せよ信心他なくハ家を世〻にすへしとなり覚てこれをあやしふに日ありて八王子といふ
Ｏ
の住僧とか本尊を麦の
しへにつゝミ椋の木 簀 あみて掩ひはから に持來して附与せん事をいふ前夜の夢をおもひて拜し奉る 夢中 見し たかハさ 事凾蓋相應したるかことし是を感得し 祈請し奉る かの難もことなくのかれ侍りぬ
Ｚ
年あり
て仏に香花をとらしめむかために扶持 侍る尼の料足 うしなひてその過ある人を罪し給へとほとけになけき奉 に仕女
まき
俄に指を腫して苦しミ我あ
やまりを佛前に懴悔し療をくハへす愈ぬ且目をやむものゝ祈 治する人の多きを見侍りぬ朙暦丁酉の年舞馬の変に庫藏の世 殘 ハ希有なりしにも此本尊を納し藏の火災をのかれ侍る是こ 事はひとへに廣済衆厄難の本のちかひをたかハせ給はぬ 日 ま ⺼にこえ年を重ねて渇仰の思ひ なし侍るしかるに此年ころ荘厳も香煙 すゝけて金色ひかりうすく侍 見 にやむ事を得すして某栄春
沱永有右衛門法名浄蓮香岸
法橋祐正といふ佛工におほせて再興したてまつり
















































































































































































靈像は其應験恰も真佛のことし故に一族舉りて尊崇し奉る者也徃昔Ｂ得の由緒を尋ぬるに沱永の二世栄信と云る人元和九年癸亥の初秋に身まかりぬ其一子栄知十二歳成けれは家務を営むに絶す 毋髮をおろし光圓と号す素より佛神を深く信し貞実にして能婦道を守り家を治め栄知の成長を待其家を續しめんと日夜心を碎きて養育せりあるＱ隣町の商家へ白昼に賊猥にかけ入白銀を抓ミ取逃去急に追れて我門內 入垣を破り後徑より 出ぬ人
〻












かことし然るに翌朝黒衣を著たる僧の阿弥陁陀仏の像 麦稈 包ミ椋の木の枝をあミて外を圍ひたる苞苴 負て庭に入來り是ハ安 彌の作と傳へし霊なり老尼の信心切なるよし遙に傳へ聞侍しまゝ此尊像 讓與せんか為に携へ來れりと云時に光圓過し夜の夢を思ひ合せて信心肝 銘 急き拜受
Ｐ
鋪に




















































































章を一軸として我家の什珎とす然共朙語にて見安からすＺ俗に通し難けれハ予是を和語に綴り亦其品を画 書 め攵字知ぬ人まてもＭ得し安からしむる者なり熟思ふに我家門久しく相續し侍る亊も偏にこの本尊の護念ならんと深く信仰し奉る者也家名相續せん人第一に此本尊を崇敬供養し奉るへしＭ麁略 仕奉る子孫あハ必家門長久成難からん殊 代
〻
の先祖












































































































一子栄知を懸命に養育していた某日、池永家は無辜の災厄に巻き込ま た。栄知十二歳の時である。白昼隣町の商家に押し入った盗賊 白銀を奪っ逃走し、池永家薬舗を通り抜け まんまと逃げ失せた。被害商 池永盗賊を捕縛しなかったことをもって共犯を疑い僉議あるべしと公訴した。これをきっかけに事件の余波は広がり悪評の波が襲って池永家は窮に頻し家存続の危機に直面した だった。光円尼は歎き悲しみひたすら仏神に無
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のだろう。絵巻には齎された阿弥陀仏像を拝す 一家が描かれているが五体投地して伏し拝み仏を恃む光円尼 姿がそれ 象徴 ている。さらに明暦三年
（一六五七）
の武城大火で大方を失ったが、しかし星霜年経りよ
うやく 代道雲のころに経営は安定したのであろう。家代々の厚信を証するように金色 阿弥陀如来尊像 黒ずん いたが綻びはわずかに見えるばかりで、このままにしておいてもすぐには損壞することもあるまいと思っていた矢先、ある人が「末の久しき亊を思へはいま是を新に修覆し荘厳し給ハヽ年⺼の過るに隙なし程なくＺ殊勝の古佛と成せ給ふへし」と勧めたという。道雲はそれを容れて発起 、精進潔斎して御鬮 窺い、元禄八年仏師法橋祐正を招請して工料を定めず如法 修覆荘厳させ さらに黄檗髙泉和尚・塔之峯融辨上人・三田仏乗院良重法院を恃んで三度の開眼供養を営んだのである。この顛末を知れば道雲代には池永家 薬舗経営は極めて安定したものになっ と容易 推量できる。池永家 伊勢堀の宅前木橋を架設
17したと伝えられるが、あるいは道雲代のことではなかったか。

























































































まであった。道雲が書道や篆刻を知り傾倒し、その道に没入し 背景 は実家を覆う黄檗世界があったからに相違ない。しかし道雲は池永家伝統の浄土門に帰信し その帰依心表出の端的な証左が先祖伝来の阿弥陀如来
































































































































































































































































































































































































一、合字は「ヿ」 （コト）のみ採り、以外は通行の表記に改めた。一、 「己・已・巳 「玉・玊」等の混用字体 文意をとって適字を置いた。一、摺墨の濃淡等による判読不能 文字は字数分の空格（□）を置いた。一、頭注は各話の末尾に一括して掲出した。一、半丁ごとに丁数を示し 各話間に空行を置いた。［付記］池永道雲家第十六代当主御夫妻並び 東叡山護国院住職御夫妻には御髙配と御親切を頂戴した。本学卒業生寺津麻理絵・同岡本夏奈・日本語日本文学科三年生
 
塚本紗英三嬢の御助力を得た。末筆御無礼ながら併せ 御礼感謝申上げる。
［追記］翻刻の底本には東洋大学図書館蔵の元禄四辛未年僧自恣日
（一六九一年七月十六日）
跋、永田調兵衛版五冊本を用い、国立国会図書館蔵の浅草專光寺旧蔵写本
（袋綴装、
全一冊）
を参照した。浄土宗霊照山專光寺は世田谷区北烏山に現在し、喜多川歌麿
の墓を祀って歌麿寺の通称で知られるが おそらく六世厭蓮社欣誉上人心阿琳察（延宝八年〈一六八〇〉―元禄六年〈一六九三〉 ）
・七世三蓮社照誉上人周阿鼎圓
（元禄六
年―享保元年〈一七四四〉 ）
の頃に書写されたものであろう。
　永田調兵衛版
  第一冊表紙
永田調兵衛版
  第一冊本文冒頭
永田調兵衛版
  第五冊巻尾刊記
專光寺旧蔵写本
  巻之上目録
